
ストレージコントローラの考慮事項

この付録では、ストレージコントローラ（HBA）に関する情報を提供します。

•サポートされているストレージコントローラとケーブル（1ページ）
•ストレージコントローラカードのファームウェアの互換性（2ページ）
• RAIDバックアップ（Supercap）（2ページ）
• Cisco 12G SASモジュラー RAIDコントローラ用の書き込みキャッシュポリシー（3ペー
ジ）

• RAIDグループでのドライブタイプの混在使用（3ページ）
•ストレージコントローラのケーブルコネクタとバックプレーン（3ページ）

サポートされているストレージコントローラとケーブル
このサーバでは、専用内部ソケットに差し込む 1台の PCIeスタイルの SAS RAIDまたは HBA
コントローラがサポートされます。

このサーバでは、次の表に示す RAIDおよび HBAコントローラオプションとケーブル要件が
サポートされます。

必要なケーブルオプション
Supercap
バックアップ

の有無

RAIDレベルサーババージョン/制御ド
ライブ最大数

コントローラ

PCIeスタイルのコン
トローラ。専用ス

ロットに直接差し込

みます。

あり0、1、5、6、10、
50、60、SRAID0

JBODモードもサポー
トされています。

• SFF 24ドライブ

最大 24台の
SAS/SATA内蔵ドライ
ブをサポートします。

Cisco 12Gモジュラ RAIDコン
トローラ

HX-RAID-M6

4GBのフラッシュバック式ラ
イトキャッシュ（FBWC）を
含む。最大 24台のドライブを
制御。
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専用スロットに直接

差し込みます。

はいJBODまたはパスス
ルーモード（RAID以
外）

• SFF 24ドライブ：

最大 16台の
SAS/SATA内蔵ドライ
ブをサポートします。

2基の Cisco 12Gモジュラ SAS
HBA

HX-SAS-M6

各コントローラは最大 12台の
ドライブを制御します。

ストレージコントローラカードのファームウェアの互換

性
ストレージコントローラ（RAIDまたは HBA）のファームウェアは、サーバにインストール
されている現在の Cisco IMCおよび BIOSのバージョンと互換性があることを確認する必要が
あります。互換性がない場合は、ファームウェアリリースのホストアップグレードユーティ

リティ（HUU）を使用してストレージコントローラのファームウェアをアップグレードまた
はダウングレードし、互換性のあるレベルにします。

スタンドアロンモードのみで実行されているサーバー：コントローラハードウェア

（HX-RAID-M6、HX-RAID-M6HD、HX-SAS-M6、またはHX-SAS-M6HD）を交換した後
に、ファームウェアの現在のバージョンが更新バージョンと同じであった場合でも、Cisco
UCSHostUpgradeUtility（HUU）コントローラのファームウェアの更新を実行する必要が
あります。これは、コントローラの suboem-idをサーバ SKU用の正しい値にプログラム
するために必要です。これを行わないと、ドライブの一覧がソフトウェアで正しく表示

されないことがあります。この問題は、UCSMモードで制御されるサーバには影響しま
せん。

（注）

サーバのコンポーネントを互換性のあるレベルにするユーティリティをダウンロードして使用

する手順については、ご使用の Cisco IMCリリースの HUUガイドを参照してください：HUU
ガイド。

RAIDバックアップ（Supercap）
このサーバには、1台の Supercapユニットを取り付けることができます。ユニットは、ファン
モジュールに合わせてブラケットに取り付けます。

オプションの SCPMは、キャッシュの NANDフラッシュへのオフロードによる急な電源喪失
に備えてディスクライトバックキャッシュ DRAMを約 3年間バックアップします。

Supercapユニットの交換の手順については、Supercapの交換（RAIDバックアップ）を参照し
てください。
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ストレージコントローラカードのファームウェアの互換性

http://www.cisco.com/c/en/us/support/servers-unified-computing/ucs-c-series-rack-servers/products-user-guide-list.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/servers-unified-computing/ucs-c-series-rack-servers/products-user-guide-list.html
b-HX245c-M6_chapter3.pdf#nameddest=unique_76


Cisco 12G SASモジュラー RAIDコントローラ用の書き込
みキャッシュポリシー

このサーバおよびその他のシスコのM6世代サーバで、Ciscoモジュラー RAIDコントローラ
のデフォルトの書き込みキャッシュポリシーは[フラッシュバックライトキャッシュ]（FBWC）
です。これは、コントローラの最適なパフォーマンス特性を利用します。

次の方法に従って、書き込みポリシーを変更できます。

•スタンドアロンサーバの場合、Cisco IMCインターフェイスを使用して [Virtual Drive
Properties] > [Write Policy]を設定します。ご使用の『Cisco IMC Configuration Guide』の
「Managing Storage Adapters」のセクションを参照してください。

Cisco IMC GUIと CLIコンフィギュレーションガイド

• LSIオプション ROM設定ユーティリティを使用します。

RAIDグループでのドライブタイプの混在使用
• HDDと SSDを混在させる場合は、次のことを確認してください。

•すべての HDDに独自の RAIDボリュームがある

•すべての SSDに独自の RAIDボリュームがある

• Cisco M6 12G SAS RAIDコントローラまたは Cisco 12G SAS HBAを使用する場合には、
SAS HDDと SAS/SATA SSDを混在させることができます。

• SEDドライブは、次の表の非 SEDドライブと混在させることができます。

ストレージコントローラのケーブルコネクタとバックプ

レーン
このセクションでは、ストレージコントローラとバックプレーンのケーブル接続について説明

します。SAS/SATAケーブルは出荷時に取り付けられており、サポートされているすべての内
部コントローラに使用されます。

このセクションには、ケーブルからドライブへのマッピングを示す図も収録しています。

Cisco 12Gモジュラ SAS RAIDコントローラまたは HBA：最大 24台のドライブ（HX-RAID-M6HD
または HX-SAS-M6HD）

これらのコントローラは、SFF 24ドライブサーババージョンでサポートされています。
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Cisco 12G SASモジュラー RAIDコントローラ用の書き込みキャッシュポリシー

http://www.cisco.com/c/en/us/support/servers-unified-computing/ucs-c-series-integrated-management-controller/products-installation-and-configuration-guides-list.html


このHWRAIDまたはHBAオプションは、このサーババージョンで最大 24台のフロントロー
ディング SAS/SATAドライブと 2台のリアローディング SAS/SATAドライブを制御できます。

1. サーバは、マザーボードに接続する 1つの Cisco M6 12G SAS RAIDコントローラをサポー
トします。

•フロントローディングドライブベイ 1～ 24で 2.5インチ SAS/SATAドライブをサポー
ト。

•ライザー 1Bおよび 3Bは、それぞれ最大 2つのをサポートします。これらはコント
ローラに接続されます。

図 1 : Cisco M6 12G SAS RAIDコントローラを使用した Cisco HX C245 M6のブロック図

SASコントローラのみがサポートされます。NVMeは現時点ではサポートされていませ
ん。

（注）
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


